
３　評価の観点及びその趣旨

対象とする事象について探究す
るための必要な知識・技能を身
につけている。

理数系等の研究だけでなく、人
文社会系等の研究においても、
客観的検証ができるように、科
学的方法を用いて研究を進め、
また、情報分析やデータ処理等
において、数学的方法を活用し
て研究を進めることができる。

課題の探究を通して、知識・技
能を論理的に活用する力を身に
付けることができている。

ｂ：思考・判断・表現 ｃ：主体的に学習に取り組む態度

対象を多角的複合的に捉え、生
徒自身の視点でリサーチクエス
チョンを設定して研究計画をた
て、課題の解決に向けて研究を
進めることができる。

研究を通して得られた情報、調
査データ、実験データ等を、科
学的もしくは数学的に分析・考
察し、論理的に結論を導き出す
ことができる。

研究成果について、論理的に表
現して発表し、また、文章の形
として研究報告書をまとめるこ
とができる。

研究テーマの魅力・面白さをよ
く理解し、研究テーマに対する
熱意を持っている。

意欲的に研究に取り組み、研究
を楽しむことができている。

自己の研究に加え、周りの生徒
（LSコースだけでなくSSコース
を含め）との研究交流を通し
て、様々な事象や課題に知的好
奇心をもって向き合い、科学的
あるいは数学的に考えて研究を
進め、課題の解決に向けて挑戦
しようとする姿勢を身につけて
いる。
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年次SS理数

【人が生み出したこと、全てを探究してみよう】
「学問」が確立したギリシア世界では、「この世の物質は何からできているか」を見極めることか
ら探究が始まりましたが、そのような「ピュシス(自然）」に対し、人間の手で作られた道徳や法律
などの「ノモス（人為）」も理論的に探究する対象となり、それらの探究を通して、人知を超えた
世界や宇宙の秩序に想いを馳せるテオリア（観想）こそ、最高の人間生活だとされました。
　現代の社会でも、科学（サイエンス）は自然科学のみではありません。ギリシア人も気付いてい
たように、社会科学・人文科学も理論的な科学です。教科学習、毎日の生活、文化やスポーツ活
動、あるいは世界に関する報道などから、疑問を見つけ出してください。ものごとの成り立ちや、
社会・自然への影響を考え、他の文化との比較をし、またその上での新たな創作ができるかもしれ
ません。
　独自の方法・理論で立ち向かい、地理的・物理的に捉えた言葉としての「世界・宇宙」を超え
た、文化的・社会的な「世界・宇宙」を切り開いてください。

使用教科書

２　学習の到達目標

教科

副教材等

なし

なし

(学)サイエンス探究科目 2年次１単位単位数

令和５年度　[学]ＳＳ理数

１　担当者からのメッセージ（学習方法等）

観
点

２年後期から３年前期の１年間をかけて各自の設定した課題に基づいて研究を行う。
文理学科の取り組みの中では、これまでに得た知識・技能を十二分に活かし、発表のための総まと
めという位置づけになっている。調査・分析・対話・説明の手法を身につけつつ、特に論理的解決
能力の育成に重点を置いて、体系的な発表ができる研究能力の養成をめざす。１年間の受講を通し
て、自主性および独創性を高め、「探究するこころ」を持ちあわせた生徒を育成する。

観
点
の
趣
旨

ａ：知識・技能

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学
習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。



４　学習の活動

（a）（b）（c）
１年間の研究として適切で魅力的で
あり、対象を正しく理解し、より深
い問いを伴う仮説が設定されてい
る。

研究テーマの設定

研究のための調査

研究方法の確立

中間結果のまとめ

中間発表会でのプレゼン
テーション

〇
調査の進め方
と工夫

今後の課題の整理・明確化 （a）（b）（c）
中間発表会での意見交換や指導助言
を受け、論点を整理し、今後の課題
が明確になっている。

（a）（b）（c）
聞く者の理解に配慮された熱意のあ
る発表となっており、質問の趣旨を
理解して応答している。

（a）（b）（c）
研究目標、研究方法、今後の課題に
ついて、論理的にまとめ、的確に文
章や図表およびグラフを用いて伝え
たいことを明確に表現している。

（a）（b）（c）
仮説を検証するための資料やデータ
を収集できる適切な研究方法が確立
できている。

（a）（b）（c）
研究を始めるにあたって、テーマに
関して意欲的に情報収集や先行研究
の調査が行われている。

◎
中間発表会で
の発表と質疑
応答

〇
中間発表会で
の発表と質疑
応答

◎
発表用
ポスター

〇
発表用
ポスター

◎
発表用
ポスター

◎
研究テーマの
設定と研究計
画の作成

〇
研究テーマの
設定と研究計
画の作成

◎
研究テーマの
設定と研究計
画の作成

◎
調査の進め方
と工夫

◎
調査の進め方
と工夫

◎
課題の整理・
明確化

◎
課題の整理・
明確化

〇
課題の整理・
明確化

課
題
の
設
定

中
間
発
表

後
期

◎
観察・考察・
論証の進め方
と工夫

◎
観察・考察・
論証の進め方
と工夫

〇
観察・考察・
論証の進め方
と工夫

◎
中間発表会で
の発表と質疑
応答

　　表中の記号について　　◎：特に重視　　〇：重視

※　表中の観点について　　ａ：知識・技能　ｂ：思考・判断・表現　ｃ：主体的に学習に取り組む態度
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